





























































































  11 別訳「に対して」。
  12 70人訳はこの部分を，「イスラエルの地の上のエルサレムの住民達に」と訳す。
  13 直訳「彼女の地」いくつかの写本と一つの印刷本は，「彼らの地」。その方が文脈に合うが，レニ
ングラード写本のままなら「彼女の地」は「エルサレムの地」ということになる。
  14 直訳「彼女の〔エルサレムの〕豊かさ」。
  15 直訳「彼女〔エルサレム〕の中の」。
  16 鍵括弧は訳者の補足。この部分を 70人訳は「日々は遠く幻は消え去った」と訳している。
  17 あるいは「出来事」。
  18 鍵括弧は訳者の補足。BHSの読み替え案に従えば，この部分は「日々は近く，すべての幻は来
たりつつある」または「日々は近く，すべての幻は強まる（広がる）」となる。
  19 意訳すれば「へつらいの」。





























  22 直訳「日々」。
  23 あるいは「出来事」。
  24 直訳「多くの日々」。
  25 直訳「彼らの心からの」。



































  28 直訳「立てる」。
  29 動詞の格は女性単数形。文法的にはおかしいが，この文脈では男性名詞の「壁」を主語と解する
しかない。




























  31 直訳「彼女について」。エルサレムを指す。
  32 直訳「彼女達の心から」。
  33 直訳「わが手の関節」。
  34 ヘブライ語「ホーイ」。
  35 この節で「飛ぶ女達」と訳した語については諸説あるが，意味不詳。
  36 これ以後，呼びかけられる相手の人称が女性形から男性形に切り替わる。




























  38 直訳「尋ねられるべきなのか」。
  39 訳文はケレーによる。ケティーブは「彼女に（おいて）」。
  40 この部分，BHSの修正案に従って読み替えると，「わたしヤハウェは彼の多くの偶像によって，
彼に私自身応答しよう」と訳すこともできる。70人訳はこの部分を，「わたしは彼に，彼の考えが混
乱していることにおいて応答しよう」と訳している。
  41 直訳「わたしの後から」。
  42 あるいは「引き離されてしまった者」。
  43 70人訳はこの部分を，「わたし主は，彼に，彼において，混乱した者において応答しよう」と訳
している。






























  45 直訳「彼女」。「悪い獣」を指す。
  46 直訳「その獣の顔のゆえに」。
  47 直訳「救うであろうか（いや，決してない）」。
  48 直訳「救うであろうか（いや，決してない）」。


























  50 この部分を BHSの修正案に従って読み替えると，「（彼らは）息子達と娘達を連れ出し」となり，
文脈的にも文法的にもより自然になる。
  51 直訳「悪」。
  52 「のゆえに」は BHSの修正案に従った訳。MT通りだと意味をなさない。
  53 以上の審判の対象である「その国」（あるいは「その地」）と「エルサレム」は，互換性がある。




  55 「森」を指す。
  56 「葡萄の木」を指す。

























  58 70人訳は「彼らは」としている。文脈的にはその方が自然。
  59 直訳「彼女の」。エルサレムを指す。
  60 「清められる」と訳した語は意味不詳。古代訳は別の語と読み替えて，「油を塗る」あるいは「介
抱する」と訳したりしている。
  61 直訳「あなたの上に目は憐れまず」。
  62 BHSはこの繰り返しの一文を二重書写として削除を提案する。70人訳やいくつかの写本にも欠
けている。
  63 直訳「多く」。 
  64 直訳「育ち」。




























  66 あるいは陰毛のことか。
  67 あるいは「丸裸」。直訳「裸で裸」。
  68 直訳「あなたの時は愛の時（だった）」。
  69 直訳「あなたとの契約に入った」。
  70 訳文はケレーによる。
  71 訳文はケレーによる。
  72 「あなたの美しさ」を指す。
  73 直訳「自分の名の上に」。
  74 この部分，意味不明。「それが誰であっても」という訳文は文脈からの推測による。
























  76 「その上で」は男性複数形。文脈からは「高き所で」と理解するのが自然だが，文法上は「（取り
出された何枚かの）衣装の上で」と解釈するほかない。
  77 この文，意味不明。訳文はMTを直訳したものだが，「彼女達は来ないし，彼もいないであろう」
と訳すことも文法上は可能。
  78 訳文はケレーによる。
  79 別訳「食物」。
  80 この部分，意味不詳。「そうなった」という訳文は，MTの直訳。70人訳「そしてそれは起こった」。
  81 この訳文はほぼ直訳だが，意訳すれば「あなたの姦淫はまだ不十分か」という意味。
  82 別訳「それら〔男性の形〕のために彼らを（火の中に）くぐらせることによって」。火による犠
牲祭儀のことか。
  83 あるいは「丸裸」。直訳「裸で裸」（7節と同じ）。
  84 直訳「若い」。
  85 訳文の「あなたは…想い起こす」は，ケレーによる。
  86 ヘブライ語「オーイ，オーイ」。13章 3，18節を参照。




























  88 直訳「道の頭」。
  89 直訳「肉の大きな」。
  90 つまり食料の割り当て分。
  91 ヘブライ語「カナアン」（3節「カナアン人」参照）。
  92 別訳「あなたの心はなぜ弱められたのか」。
  93 注 88を見よ。
  94 訳文はケレーによる。
  95 直訳「彼ら」。


























  97 「注ぎ出され」と「顕わにされ」を BHSの修正案に従って読み替えると，この部分は「あなたの
情欲が顕わになり，あなたが自分の裸を顕わにしたがゆえに」となる。ツィンマーリはこの読み替
え案に賛成する。
  98 別訳「そしてわたしは，あなたを憤りと激怒の血に渡す」。
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